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＊ 1　Guglielmo Divini(1158?-1234) フラ・パチフィコの俗名。「詩の王」の異名をとるほどの詩の名手。
※なお、本論攷に付された以下の註はすべて訳註である｡
ハーヴァード大学附属ルネサンス研究所ヴィラ・イ・タッティ研究員










































































































































































＊ 2　*『ルネサンス巷談集』杉浦明平訳、岩波文庫、1981 年、115-116 頁を参照。
ダンテ、ペトラルカ、ボッカッチョと音楽
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＊ 3　Non al suo amante più Diana piacque,/quando per tal ventura tutta ignuda/la vide in mezzo de le 
gelide acque,//ch’a me la pastorella alpestra e cruda/posta a bagnar un leggiadretto velo,/ch’a l’aura il 
vago e biondo capel chiuda,//tal che mi fece, or quand’egli arde ‘l cielo/tutto tremar d’un amoroso gielo.「凍
てつくせせらぎ　ディアナの女神が／肌もあらわに 沐浴するさま ふと眼にした恋人も／いやわが歓びに
は敵うまい。／／そよ吹く風に 黄金の髪包む／妖しいヴェールを 無心に濡らすその娘、／深山のつれな
い 羊飼いの娘が。／／こうして溢れる歓びに 空も灼けつく刻限に／わたしの躰は 恋の氷でうち震え。」（ペ
トラルカ『カンツォニエーレ』　池田廉訳、名古屋大学出版会、1992 年、88 頁）
＊ 4　当日の講演会ではここで会場に音声が流された。
＊ 5　Philippe de Vitry(1291-1361) フランスの作曲家、音楽理論家、詩人。
＊ 6　Ludwig van Kempen(Louis van Campen/Lodewijk Heyligen, 1304-1361) ベネディクト派の修道士、
音楽理論家。
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の発句「きみよ、折ふしのわが詩片に調べしみじみ聴きたもうひとよ [Voi che ascoltate 



































ルーピ手稿にその姿が描かれています【図 8】。それでは 1 曲聴いていただきましょう。『わ









デ カ メ ロ ン
日物語』でも頑としてくりかえされています。1 日につき 1 篇ですから全部で 10 篇
のバッラータが各物語の枠の結びに収められているのですが、そのうち 9 篇ではリトル








＊ 8　Lorenzo Masini(Lorenzo da Firenze, ? -1372?)、イタリアのアルス・ノーヴァ期の作曲家の一人、音
楽教師。フランチェスコ・ランディーニとの縁が深い。
＊ 9　14 世紀イタリアでさかんに用いられた歌曲形式。古くは単旋律だが、多声によるもっぱら「聴くた

































ルデッロの単声の愉快なバッラータ「私を愛する人を私は愛する」[I’ vo’ bene a chi vuol 




0 0 0 0



























                                                           （2014 年 5 月 24 日、京都大学大学院人間・環境学研究科にて講演）
＊ 12　完全拍子 [tempus perfectum] アルス・アンティクアではキリスト教の三位一体にもとづき、音価の
分割は 3 分割が原則とされ、三拍子を完全拍子と呼び、2 分割による二拍子は不完全拍子と呼ばれた。
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ms. Palatino 87 (1412 年頃 )
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《踊りの輪》(1338 年 ) 連作の一部
シエナ市庁舎
